
第 101回 FM 桐生番組審議会 議事録  

 

1.開催年月日 2023 年 7月 3日 月曜日 

2.開催場所  ひとひとくち（桐生市本町 4丁目） 

3.委員総数  8名 

出席委員数  7名 

出席委員の氏名    板橋英之、岡野紀子、飯野マリエ、小泉充、中村昌也、星野尚香、大澤善康 

欠席委員の氏名    豊田れい子 

放送事業者側出席者名 坂田道信、天路ひとみ 

 

4.議題（１）聴取番組について委員からの意見と提案 

   

5.議事の概要 

 開会 

 挨拶 

1.  資料配布物の確認 

    （次第・次回聴取番組 CD 「⌘R 個性発掘らじお」（6月 24日（土）放送分） ） 

        

 報告事項 

  ・本審議会にて星野尚香委員が退任。後任にはキッズバレイ代表の星野麻実さんが就任。 

  ・新型コロナウィルス対策について（マスク着用やスタジオ人数制限は解除したが、引き続き警戒。） 

  ・お祭り特番について（４年ぶり。三日間開催。） 

  ・お祭り特番 CMスポンサー募集について（同じく４年ぶり。資料配布。） 

   

 次回開催日程(予定） 2023年 9月 5日（火） 19：00～ 

 

6.審議内容 

 ・放送日時：2023年 4月 22日（土）15：40～ 

 ・番組名：毎週土曜日 15時 40分～15時 54 分 「ミニ音たいむ♪」  

 ・出演者：奇数週：歌手＆紅茶マイスター中村豊・あやち、 

           偶数週：ギタリスト Isao&Hina (Cerveteri) 

 ・番組の内容：元「音たいむ♪」パーソナリティが週替わりで登場！ 

             奇数週は、歌手＆紅茶マイスター中村豊・あやち、 

             偶数週は、ギタリスト Isao&Hina (Cerveteri)。 

             それぞれ得意ジャンルでお届けします！ 

  

（１）聴取番組について、委員からの意見  

  



【委員】 

 ・話し方や声のトーンは聞きやすかった。 

 ・女性出演者の声が少し遠い時が有った。 

 ・彼らのファンには分かりやすかったのかもしれないが、 

  知らない人にとっては何を話しているのか内容が分かりにくかった。 

 ・「７万人のライブ」と言っていたので「有名な人？」と思い検索してみたが分からなかった。 

 ・ギターなど専門性のある番組か、ファン向けなのか。どんな番組なのかよく分からなかった。 

 ・共感できる話がなかったので少しでもあると良かった。 

 ・内容が楽屋話のような感じだった。 

 ・ファン向けの音楽番組だと思った。ファンでなければわからない内容。 

 ・誰に対しての番組なのかわからなかった。 

  音楽に興味が無い人にも聞きたい気持ちをくすぐる要素があればよかったが、 

  今回は内容が全く入ってこなかった。 

 ・何度も繰り返し聞いたが内容がわからなかった。 

 ・本人たちが良い雰囲気で話しているのはよくわかる。 

 ・ギターの話と思ったが良くわからない話になってしまっていた。 

 ・雲をつかむようなような番組だった。 

 ・「社会の窓」のところの話だけが残った。 

 ・ファン向け YouTube なら面白いのかもしれない。 

 ・冒頭で公の人に分かるように自己紹介があるともっと分かりやすい。 

 ・「このようなライブがあった」と話してから、トークに入った方が、知らなくてもイメージが出来る。 

   聞いていて気になったので思わず検索してしまった。応援します。 

  

【回答】 

 ・確かにバンドマンの楽屋話のような番組ではある。 

 ・出演者のギタリストは、インストラクターやレコーディング等、音楽を主軸に活動している。 

 ・「5万人」「7万人」は冗談で、実際は 120人程度と途中で訂正をしていた。正確に表現する様に指導する。 

 ・ Cerveteri は、ハードロック系の群馬県出身バンドで、地元の盛り上げに貢献している。 

 ・高崎市の「二十歳の集い」に招かれ、書き下ろし楽曲を演奏した。 

 ・イントロで流れた音楽も出演者の演奏。 

 ・元々は１時間番組だったが、コロナ禍のタイミングで分割され、ショート番組となった。 

 ・ショート番組なので、彼らの音楽や背景を深く話す時間がなく、雑駁な話題になりがちである。 

 ・自主制作番組につき、局側で直接的なディレクションは行っていない。 

 ・自宅やスタジオで、配信しながら録音する場合もある。 

 

【その他】 

 ・星野委員「ロジウラジオ」という番組に社員教育の一貫で社員が出演中。 

  社員教育にラジオ出演はとても効果が有ると思うので、他の企業にも広められたら良いと思う。 



  市民参加型の教育プログラムにもなる。 

  自主性、人に伝わる言い回し、何を伝えるべきなのかなどの教育に役立つ。 

 ・板橋委員長 群馬大学・大学院の学生もラジオに出演させてもらい、桐生愛を持って巣立って欲しい。 

     

7.審議機関の答申又は意見の概要の公表  

公表の方法  自社番組内での紹介、事務所への備置き、自社ホームページ http://www.fmkiryu.jp/へ掲載       

公表の内容  この書類と同様 

公表年月日  送付日と同日 

  

8.その他参考事項 特になし 

 

http://www.fmkiryu.jp/

